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１ 災害時の議会、議員の行動方針

（１）議会の役割

議会は、平常時、非常時を問わず、議事・議決機関として予算、条例、重要な契約な

どについて、町の団体意思を決定するとともに、執行機関の事務執行をチェックし、ま

た、町の重要な政策形成において地域特性や多様な町民ニーズを反映するなどの重要な

役割を担っている。

議会は、大規模災害が発生した非常時においても、機能を停止することなく、定足数

に足りる有効な議決ができる会議を開催する中で、この機能を維持しなければならな

い。そのためにさまざまな災害を想定し、それに対応する体制を整えなければならな

い。加えて復旧・復興においては、住民代表機関として大きな責務と役割を担うもので

ある。

（２）議員の役割

議員は、合議制としての議会が基本的な機能を維持するために、その構成員としての

役割を担うことが基本となる。

しかし、一方で災害時に議員は、特にその初期において議会の機能とは別に、被災し

た町民の救援や被害の復旧のために、非常の事態に即応した地域の一員としての活動を

求められることも事実である。議員は、議会機能を維持するという根幹的な役割を十分

に認識する中で、地域活動などに従事する役割も同時に担うものである。

２ 災害時の執行機関との関係

災害時においては、災害対応に実質的かつ主体的に当たるのは危機・防災対策の担当

課をはじめとする執行機関であり、議会は主体的な役割を担うものではない。議会は、

議事・議決機関としての役割を担い、その範囲内で災害に対応することが基本となる。

このことを踏まえ、特に災害初動期において、執行機関では職員が災害情報の収集や

応急対策業務などに奔走し、混乱状態にあることが予想されることから、議員の情報収

集や要請などの行動については、その状況と必要性を見極め、執行機関が初動体制や応

急対応に専念できるよう配慮が必要である。

一方で、議会が自らの役割である監視けん制機能と審議・議決機能を適正に実行する

ためには、正確な情報を早期に収集しチェックを行うことが必要である。そのため、議

会と執行機関は、それぞれの役割を踏まえて、災害情報の共有を主体とする協力・連携

体制を整え、災害対応に当たる必要がある。
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３ 議会災害時の対応基準

災害時において、議会が果たすべき役割や行動については、執行機関の災害対応と緊

密な関連性を有し、相互に補完する関係であることから、執行機関において、地域防災

計画に基づく災害対策本部、国民保護計画に基づく緊急対処事態対策本部や町国民保護

対策本部（以下「災害対策本部等」という。）が設置される災害基準を概ね準用するも

のである。

議会ＢＣＰの対象とする災害は、次のとおりとする。

議会災害時の対応基準

災害種別 災 害 内 容

地 震 ・震度６以上

風 雪 水 害

・台風、暴風、豪雪、豪雨、洪水、土砂災害などで

災害が発生した場合又は被害の拡大が予想される

とき

・町内・近隣町村で、避難勧告、孤立地域等・交通

機関障害・生活基盤の被害が発生し、応急対応が

必要なとき

・被害が大規模で広域にわたるとき（雪害）

事 故 災 害

【鉄道災害】

【道路災害】

【危険物等】

【大規模火災】

【林野火災】

【大規模停電】

・被害が大規模なとき

・人命の救助救出活動の応急対応が必要なとき

そ の 他

・自然災害のほか、大規模火災などの大規模な事

故、原子力災害、新型インフルエンザなどの感染

症、大規模なテロ、ミサイルなどで大きな被害が

発生した場合、又はその恐れがあるとき
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４ 議会の体制

（１）議会災害対策会議の設置

議会は、災害時において、災害初期から議会機能を的確に維持するため、町災害対策

本部等の設置後、速やかに倶知安町議会災害対策会議（以下「対策会議」という。）を

設置し、災害対応に当たるものとする。対策会議は、議長、副議長、議会運営委員会正

副委員長及び議会事務局長で構成し、議会としての意思決定を行うに当たっての協議及

び調整の場としての役割を担うものとし、設置基準は次のとおりとする。

【議会災害対策会議５名】

構成員 議 長 副議長 議会運営委員会正副委員長

議会事務局長役 職 委員長 副委員長

主な任務

対策会議を設置

し、会議の事務を

統括する

委員長を補佐

し、委員長が欠

けた場合には、

その職務を代理

する

委員長の指示のもと、次の任務に当

たる

○対策会議の運営に関すること

○議員の安否に関すること

○議員の参集に関すること

○本会議、委員会の開催に関する

こと

○本会議、委員会の協議事項など

に関すること

○災害情報の収集などに関するこ

と

○町災害対策本部等との連携に関

すること（議会事務局長）

○その他、災害対応に必要と考え

られること

町地域防災計画では、震度４以上で一部要員による情報収集を行い、状況に

よって「災害警戒本部」を設置、震度５弱又は５強で「災害対策本部」を自動

設置し、警戒配備体制を整える。

議会においては「震度５弱又は５強」の時点で、「議会災害警戒会議（以下

「警戒会議」という。）を自動設置する。なお、その他の災害については、町

の災害警戒本部設置後すみやかに設置する。警戒会議の構成は対策会議と同様

とする。

警戒会議を設置した場合、議会事務局から SNS 等で設置の連絡をし、警戒配

備体制及び連絡体制の確保を行う。
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（２）対策会議などの指揮・命令系統

対策会議と議会事務局においては、委員長（議長）と局長の不在などの場合に備えて

指揮・命令の順位を次のとおり定めるものとする。

職務代理者①

不在時

①

職務代理者② 職務代理者③

副委員長 議運委員長 議運副委員長

委

員

長

（
議
長
） 不在時

③

不在時

②

災害対策会議委員長（議長）以下の職務代理者４名は、役場に参集し、理事者

等から情報収集する。

対策会議などの委員長不在時の代理者

職務代理者①

不在時

①

職務代理者②

議事係長 庶務係長

局

長 不在時

②

議会事務局長不在時の代理者
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（３）災害時の議会・議会事務局の行動の流れ

災害の発生

町災害対
策本部等

議員

各議員の安否確認
連絡・連携体制

相互協力体制

議会事務局
・町災害対策本部等の災害対応

状況に応じて
議会「非常時優先業務」

対策会議の設置

情報収集、
被災状況等
の確認、全
議員参集の
必要性の協
議など

対策会議（正副議長・議運正

副委員長）

安否の確認（SNS 等）

議員の所在確認

参集場所・時間の通知

（直ちに全議員の参集を求める場合）

対策会議

安否の確認（SNS 等）

議員の所在確認

対策会議の協議内容の通知

（しばらく様子を見る場合）

対策全体会議（全議員）

参 集

議員個々

災害情報の収集

地域活動への従事

連絡体制確保

※全議員による会議は、災害対策全体会議（対策全体会議）を設置し運営。
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発 災

自身・家族の被災または住居の被害

（４）議員の参集フォロー

議員は、自身が被災することも想定し、災害時における自身の行動形態や議会事務局

及び委員長（議長）等との連絡事項などについて、その伝達方法などを含めて家族間で

定め、情報を共有しておくことが必要である。

な い あ る

状況を委員長（議

長）副委員長（副

議長）、職務代理

（議運委員長）い

ずれか等に連絡

自分が被災し、

救護を要する場合

住居のみ被害が

生じた場合

家族が被災した

場合

対策会議の指示を

待つ

家族等から伝達

（可能な手段で）

死亡

重症
軽傷

状況を委員長等、いずれかに連絡

対策会議の指示を待つ

速やかに参集

状況を委員長（議

長）副委員長（副

議長）、職務代理

（議運委員長）い

ずれか等に連絡

可能な場合は

参集

家族を避難させ

た後、参集
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（５）審議を継続するための環境の整備

災害によって本庁舎の施設や設備の機能が制限される状況において、議会の機能を維

持するためには、必要となる資源の現状と課題を踏まえ、必要な資源の確保に向けた措

置（対応）が必要である。

①庁舎の建物・設備

本庁舎が使用できなくなった場合、本会議や委員会を開催できる場所や対策会

議等の設置場所の代替施設を町災害対策会議設置場所に設ける。

②通信設備・情報システム

SNS 等を活用し、委員会並びに本会議の開催できる環境を早急に整える。

③備品の確保

携帯用電源の確保

議員個人が 3日分の食料及び簡易トイレ
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様式１

議会ＢＣＰ安否状況確認カード

議会ＢＣＰ安否状況確認カード

議員 提出日時 月 日 時 分

その他、特記事項があれば記入してください。

議会ＢＣＰ安否状況確認カードの使用について

議員自身が、町来庁時に議会ＢＣＰの対象災害が発生した際に記入くだ

さい。記入後は災害対策会議メンバー又は議会事務局職員（非常時優先

業務時）に渡してください。

① 自身の被災の有無 有 ・ 無

有場合⇒ 重体 重症 軽症 その他（ ）

② 家族の被災の有無 有 ・ 無 ・ 未確認

有場合⇒ 配偶者 子ども その他（ ）

③ 居宅の被災の有無 有 ・ 無 ・ 未確認

有場合⇒ 全壊 半壊 一部損壊 その他（ ）
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様式１－２

全議員安否確認整理票

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

安

否

状

況

議員本人
（被災）

家 族
（被災）

所

在

地

町 内
（自宅内・外）

町 外
（場所）

居

宅

の

状

況

全 壊

半 壊

一部破損

床上浸水

床下浸水

その他

参

集

の

可

否

可・否

参

集

可

能

時

期

そ

の

他
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様式２

災害時系列対応表

No.

月 日 時 間 対応及び処理内容 備 考
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様式３

災害確認事項一覧表
確認事項内容 情報内容 備 考

□議員の安否確認

□気象情報(地震・融雪水害等)

□人的被害状況(死傷者・救急救助・火災等)

□建物・道路等の被害状況

建物

道路

河川

橋梁

土砂崩れ・崖崩れ等

その他

□ライフラインの被害状況

電気

ガス

水道

電話

通信(携帯等)

□公共交通機関の被害状況

ＪＲ、バス

□町の避難指示等の状況

□避難所・避難場所の開設状況

□公共施設の被害状況

□公共施設の来館者等の安否確認

□児童・生徒・園児の安否確認

□措置入所者等（老人ホーム等）の安否確認

□要援護者等の安否確認

□町の災害対応状況

□消防の災害対応状況

□庁舎の被災状況

□町のネットワークシステムの状況

□町の公用車の状況

□その他町域の被害状況

□国・道・管内・近隣町の状況

□自衛隊等の状況
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様式４

災害対応事項一覧表
災害対応事項内容 対応内容 備 考

□活動体制の確保

□災害対策本部の設置、□災害対策本部の指示伝達

体制の確保、□職員の安否確認及び派遣、□国や道の

情報収集体制の確保、□代替施設の確保・活用、□車両

管理、□国への応援要請、□管内自治体への応援要

請、□自衛隊への応援要請、□自衛隊等活動部隊の人

員等の把握、□他の自治体からの職員の受け入れ、

□災害関係文書の取扱い、□職員の健康管理、□職員

の食料提供

□交通応急対策

□道路・橋梁対策の指揮、□橋梁対策、□道路関係の情

報収集、□交通規制の連絡調整、□ 交通不能箇所の

調査、□道路被害の調査、□ 道路障害物対策、□道

路被害の復旧、□道路付属物対策、□交通の復旧、□

放置車両の撤去

□輸送対策

□救助用舟艇等の確保、□救助用資機材の確保、□輸

送経路の選定、□災害救助用物資・備蓄品の搬送、□他

の自治体からの物資受け入れ

□災害広報
□情報発信体制の確保、□広報及び避難誘導、□広報

記録の作成・掲示、□広報特集号の発行

□消防・医療救護活動 □消防活動の実施、□医療救護活動の実施、

□医療券の発行、□保険制度等への切り替え

□災害時要援護者対策

□福祉避難所への受け入れ調整等、□被災障がい者支

援、□被災一人親生活の支援、□多言語支援センター

の設置、□被災外国人の支援

□避難・帰宅困難者等対策

□避難所派遣職員の派遣、□避難所の開設、

□帰宅困難者対策、□駅周辺における災害対策、□防疫

及び食品衛生活動、□保健活動及び精神保健、□防犯

対策、□愛玩動物等の救援

□応急住宅対策 □建築物等応急危険度判定の実施、□応急仮設住宅の

建設、□町営住宅入居の実施

□食料等供給・義援物品配分

□炊き出し食品の給与、□給水活動、□災害救助用食

料の確保、□災害救助用物資の確保、□民間給食施設

の利用、□義援物品の受理配分

□遺体捜索・取扱い・埋葬
□斎苑の開設、□遺体の取扱い、□遺体の確認、□遺

体の火葬の実施、□遺体の埋葬、□ 遺体の捜索

□清掃活動

□清掃活動、□廃棄物施設対策、□廃棄物施 設整備、

□化学物質の流出対策、□障害物の除去及び処理、□

ゴミ及びリサイクル対策、□ 屋外広告物の災害対策、

□産業廃棄物対策、□街路樹対策

□文教・公共施設対策

□文教災害対策、□河川及び急傾斜地等対策、□公

共施設応急対策、□福祉施設対策、

□公園対策、□区画整理区域対策

□産業応急対策 □農地対策、□産業応急対策、□家畜等対策

□ライフライン施設の応急対策 □上下水道応急対策、□電気・ガス復旧支援

□被災者等の生活確保

□各事務所の開設、□被災住家の調査、□り災証明書

の発行、□町民相談の実施、□被災者生活再建支援金

の支給、□中小企業への融資等の実施、□被災農家へ

の融資等の実施、□介護保険の減免、□国民健康保

険税等の減免、□町税等の減免、□災害弔慰金等の

支給、□各種年金に関すること、□消費者の保護

□ボランティア対策

□社会福祉協議会との連絡調整、□ボランティア部会

の設置、□ボランティアセンターの運営、

□ボランティア団体との調整
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安否確認などのメールの雛形

雛形① （地震 － 議会災害対策会議メンバーに送信）

表題

議会災害対策会議の設置について

本文

○月○日○時○分、町災害対策本部が設置されました。

これにより、議会ＢＣＰに基づき、議会災害対策会議を設置しますので、

○○○○ に参集ください。なお、参集にあたっては、自身の安全確保を最優先

し、服装及び携帯品にもご留意ください。

雛形①-1 （風雪水害 －議会災害対策会議メンバーに送信）

表題

議会災害対策会議の設置について

本文

○月○日○時○分、町災害対策本部が設置されました。

これにより、議会ＢＣＰに基づき、議会災害対策会議を設置しますので、

○○○○ に参集ください。なお、参集にあたっては、自身の安全確保を最優先

し、服装及び携帯品にもご留意ください。

雛形② （地震・風水害 － 全議員に送信）

表題

安否確認（議員）について

本文

○月○日○時○分、町の災害対策本部が設置されました。

これにより、議会ＢＣＰに基づき、議会災害対策会議が設置されます。ついて

は、次の内容について確認を行いますので、速やかに返信ください。なお、返信

時には必ず最初に議員の名前を記入ください。

① 自身と家族の被災の有無

② 現在の所在地（自宅又はその他の場所）

③ 居宅の被害の有無

④ 地域の状況（特記すべき内容がある場合）


